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本日のメニュー
１ 名寄市医療介護連携ＩＣＴの概要

２ ＩＣＴ活用によるメリットと名寄市の好事例

３ ＩＣＴ事業の持続的利用に関するポイント



１ 名寄市医療介護連携ＩＣＴの概要
名寄市の状況
人口 25,534人（令和5年8月末）
高齢者人口と割合 8,628人(33.79%)

主要産業
農業(アスパラ、じゃがいも、もち米等)

市の自慢
きたすばる天文台
市立大学、市立総合病院 など

地域包括支援センター 市直営１か所
日常生活圏域 １



１ 名寄市医療介護連携ＩＣＴの概要

名寄市医療介護連携ICT事業（令和３年７月 本格運用開始）
実施主体：名寄市
事務局 ：市地域包括支援センター
事業内容：
ネットワークを構築するのは２つのシステム
①ID-Link ②Team
参加施設数 合計58機関（介護等43、医療17）
Team登録者数 累計約1,560人（令和５年12月26日時点）



１ 名寄市医療介護連携ＩＣＴの概要

平成27年度～
〇在宅医療介護連携推進事業開始に伴うケアマネ等へアンケート
〇医療介護の多職種が参加するワークショップ
〇地域包括ケアシステム構築WGでのデスカッション 等

平成29年４月～地域包括ケアシステム構築担当
６月～地域包括ケアシステム構築を検討するWG

・様々な意見の中の一つに「ICT」



ヒアリングやアンケート、WSでの意見や意向

〈介護側〉
医療に対する「敷居の高さ」感や医療に対する知識不足
正しい医療情報を知りたい、必要な医療情報
退院の時期や利用者の状況を早い段階で連絡がほしい

〈市立病院看護師等側〉
患者のフェースシート、ケアプラン、家族の介護力を知りたい

〈行政・包括〉
平成30年９月 胆振東部地震発生、全道的ブラックアウト
新規相談での内服薬確認・・・薬が「わからない」



自治体が主導する意義

1）市内全域で1つのネットワーク構築が可能

2）全体に参加を呼びかけられる

3）補助金獲得







２ ＩＣＴ活用によるメリットと名寄市の好事例
ネットワークに参加しているのは・・・
〈介護事業所〉
☆居宅介護支援事業所（ケアマネジャー）
☆訪問看護ステーション・訪問リハビリテーション
☆訪問介護（ホームヘルパー）・通所介護（デイサービス）など
〈市立病院看護師等〉
☆外来看護師・病棟看護師・認定看護師・連携室MSW など
〈訪問診療所〉
☆医師、看護師
〈調剤薬局（訪問薬剤管理指導）〉
☆薬剤師
〈歯科医院（訪問歯科診療）〉
☆歯科医師・歯科衛生士
〈行政〉
☆地域包括支援センター・介護保険係
基幹相談センター・保健センター



２ ＩＣＴ活用によるメリットと名寄市の好事例

業務の効率化

時間を気にせず、連携ができる

電話の回数、時間が短縮。FAXが減った。

いろんなミスが減った
など



２ ＩＣＴ活用によるメリットと名寄市の好事例
〈好事例 １〉
誤嚥性肺炎をくり返していた利用者（患者）
訪問リハビリテーション、デイサービス、地域包括支援センター
病院MSW
☆お互いに事業所でできることが理解できる
☆誤嚥性肺炎による入院までの期間が延びた

〈好事例 ２〉
終末期に帰宅できた利用者（患者）
ケアマネジャー、訪問看護、福祉用具レンタル、訪問薬剤師
病院連携室看護師、医師
☆最期を病院で迎えたい
☆利用者の願いが叶った



３ ＩＣＴの持続的利用に関するポイント
①ICTを使用するだろう人達の意見や意向を聞く
平成27年度～医療、ケアマネジャー等介護事業所へのアンケート、ワークショップ

名寄市地域包括ケアシステム構築を考えるワーキンググループ

②外部人材を登用

令和２年～IT専門職員採用
ファシリテーター専門家委託契約 ⇒ WSや研修会、MTGの進行等

③ICTを利用する者が「どのように使うか」を考える

行政が主導だが、ICTの使い方は関係機関が考える：WS
⇒ 医療介護連携の質向上、事業所毎で業務の立て方の効率化 等



３ ＩＣＴ事業が持続していくために
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